
第２期 日田市スポーツ推進計画 後期計画【概要版】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「する」 スポーツ実施率の向上 

誰もが気軽に取り組めるスポーツの推進 

・参加しやすい環境の創出とイベント情報などの積極的な発信 

・軽スポーツ用具貸出の継続と貸出用具の充実 

・障がい者がスポーツ活動に気軽に参加、観覧できるように、合理的配慮の推進 

・自転車は競技振興とともに、手軽にできるスポーツとして推進 

・川で誰もが楽しく親しめる取組やイベントを開催 

・各種団体の自主性を尊重しながら、必要な支援を行い、連携を深める中で各種大会の開催 

２ 「する」「みる」 競技スポーツの推進 

トップアスリートの育成 

・競技力向上のための各種支援の継続 

・各種大会の開催や成績などを、関係団体と連携し、市民への情報発信 

・行政とスポーツ関係団体との連携･協働を推進するため、情報共有、意見交換会の実施 

３ 「する」「みる」 スポーツによる交流人口の増加 

スポーツツーリズムの推進 

・今後も本市が持つ立地条件や資源を活かし、市外からの参加･利用を促す取組の実施 

・今後も訪れた選手等が満足できる全国的なイベントの開催 

４ 「ささえる」 施設利用の向上 

安全で安定的なスポーツ施設の提供 

・日田市公共施設等総合管理計画 個別施設計画に基づき、施設の取壊しや民間移管の実施 

・適切な施設の整備や維持管理により、施設の有効活用及び長寿命化の推進 

５ 「ささえる」 スポーツボランティアの推進 

スポーツにおけるボランティア体制の充実 

・スポーツイベントやボランティアに関する 

情報の積極的な発信 

・ボランティア登録制度などによる、多くの 

ボランティアの確保 

・ボランティアの参画する機会の創出 

・個々のボランティア団体等の活躍を前提に、 

各団体同士の連携･組織化の推進 

 

「第 2 期日田市スポーツ推進計画」の前期計画が令和

5 年度で計画期間の終了を迎えることから、これまで

の取組を継承し、スポーツを取り巻く環境を踏まえ、

令和６年度から令和９年度を計画期間とする「第 2 期

日田市スポーツ推進計画 後期計画」を策定します。 

計画の概要 

 

・市への愛着度や生活 

の満足度、幸福に感 

じる人は運動習慣が 

ある人のほうがない 

人に比べ高い 

・81.4％の方がスポー 

ツを好意的に捉えて 

いる 

・成人の 33.8％の方が定期的にスポーツを実施しており、59.9％の

方が今後実施したい意向がある 

・障がいのある人にとってスポーツは、健康づくりや機能回復のみ

ならず、仲間との交流やコミュニケーションを深める機会にもな

る 

・県民スポーツ大会では令和 4 年は総合 5位でしたが、令和 5年は

総合 3 位に返り咲いている。全国大会に出場する市民の人数はコ

ロナ禍で令和 2、3年度減少したが、令和 4 年度は 200 人を超え

ている。 

・市スポーツ協会や各競技団体をはじめ、多くの団体や事業所、個

人の関わりにより、様々なスポーツイベントが開催されている 

・交流人口の増加や市内で経済効果を生み出すスポーツイベントが

開催されている。 

・「若い選手が少ない」「参加者がいない」「指導者不足」「役員の引

き受け手がいない」などの意見がある 

☆今後、スポーツに関する情報の提供や機会の創出が必要である 

☆今後も、本市の立地条件や資源を活かしながら、スポーツイベン

トの開催やスポーツ合宿の誘致が必要である 

☆新たにスポーツボランティアとしての参加意向は 47％。今後、参

加しやすい環境づくりが必要である 

☆建築後 30 年を超えるスポーツ施設が多くあり、今後、計画的な

整備等が必要である 

現状と課題 

 

スポーツは、健康や体力の保持増進、精神的な充足感などが得られ、見る人には感動を与えます。またいろいろな人が関わり、助け合いにより成

り立っています。そして、スポーツは、誰もが何らかの形で享受できるものです。これら、スポーツを「する」「みる」「ささえる」といった多様な

関わりは、地域コミュニティの形成に寄与します。 

この計画では、誰もがスポーツに携わることで、スポーツの持つ力をスポーツの推進だけに止まらず、地域の活性化に結び付けていくことを目的

に策定することとし、基本理念は前期計画と同様「する」「みる」「ささえる」スポーツの力で地域を笑顔にとします。 

基本理念 

基本目標と施策、主な取組 
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意向

頻度

スポーツの実施

定期的に実施 不定期的に実施 ほとんどしない


